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「
果
た
し
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
は
本
当
に
必
要
な
の
か
」。
二
〇
世

紀
最
大
の
哲
学
者
と
評
さ
れ
て
き
た
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
の

存
在
の
思
索
に
対
し
、
今
再
び
、
こ
う
し
た
深
刻
な
疑
義
が
呈
さ
れ

て
い
る
。
本
書
は
そ
の
渦
中
で
、
思
索
の
真
髄
を
見
極
め
る
た
め
の

珠
玉
の
手
引
き
で
あ
る
。

　

本
書
で
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
思
索
の
道
」
が
前
期
・
中
期
・
後
期

の
三
部
に
緩
や
か
に
区
分
さ
れ
、
従
来
の
研
究
成
果
の
上
に
全
三
三

編
も
の
優
れ
た
論
考
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
周
知
の
通
り
、
ハ
イ
デ

ガ
ー
哲
学
の
解
説
書
類
は
わ
が
国
に
も
多
数
存
在
す
る
。
だ
が
本
書

の
最
大
の
特
徴
は
、
解
説
的
な
役
割
と
最
新
の
専
門
的
な
研
究
成
果

と
が
見
事
に
両
立
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
難
解
な
論
旨

や
術
語
が
明
確
に
整
理
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
転
回
」
や
中
後
期
の

諸
問
題
へ
の
思
索
全
体
を
見
据
え
た
新
し
い
知
見
が
得
ら
れ
る
。
そ

れ
故
、
本
書
は
必
読
の
研
究
書
と
も
言
う
べ
き
で
あ
る
。

　

第
Ⅰ
部
で
は
、
初
期
や
前
期
の
思
索
、
特
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
・

カ
ン
ト
・
現
象
学
と
の
関
係
を
背
景
に
『
存
在
と
時
間
』
が
丁
寧
に

読
解
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
主
著
の
挫
折
お
よ
び
転
回
に
関
し
、
時

間
性
と
テ
ン
ポ
ラ
リ
テ
ー
ト
の
精
緻
な
対
比
に
基
づ
く
、
従
来
以
上

に
説
得
力
の
あ
る
解
答
が
得
ら
れ
る
。
第
Ⅱ
部
で
は
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

と
の
対
決
や
政
治
関
与
と
い
っ
た
難
題
に
触
れ
つ
つ
、
メ
タ
存
在
論

や
形
而
上
学
の
段
階
を
経
て
複
雑
に
移
行
す
る
中
期
固
有
の
思
索
が

解
明
さ
れ
る
。
そ
の
際
中
心
的
な
役
割
を
担
う
テ
キ
ス
ト
は
、『
哲

学
へ
の
寄
与
』
で
あ
る
。
第
Ⅲ
部
で
は
、
よ
り
深
化
す
る
晦
渋
な
思

索
の
射
程
が
「
神
秘
的
」
な
様
相
を
超
え
て
論
じ
ら
れ
る
。
技
術
や

西
洋
思
想
全
体
へ
の
批
判
は
勿
論
だ
が
、
こ
こ
で
は
特
に
、
詩
や
古

代
ギ
リ
シ
ア
の
箴
言
と
共
鳴
し
合
う
「
言
葉
」
が
「
別
の
元
初
」
の
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到
来
に
向
け
て
持
つ
重
要
性
が
、
理
解
さ
れ
う
る
。
以
上
の
連
関
の

内
で
、
思
索
の
事
柄
が
多
角
的
に
光
を
当
て
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

読
者
の
精
確
な
理
解
が
可
能
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
な
の
が
、
第
一
に
、「
付
録
」
に
お
い
て
、

膨
大
な
巻
数
に
亘
る
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
全
集
』
の
解
題
に
成
功
し
て
い

る
点
で
あ
り
、
各
要
点
を
容
易
に
確
認
で
き
る
様
は
圧
巻
で
あ
る
。

そ
し
て
第
二
に
、
全
集
に
お
け
る
『
黒
ノ
ー
ト
』
の
編
者
Ｐ
・
ト
ラ

ヴ
ニ
ー
の
寄
稿
を
通
じ
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
的
文
言
を
孕
む
こ
の
書
の

評
価
を
国
内
で
い
ち
早
く
問
う
た
点
で
あ
る
。

　

冒
頭
で
触
れ
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
巡
る
情
況
の
変
動
は
、
こ
の
『
黒

ノ
ー
ト
』
の
出
現
に
よ
る
。
存
在
の
思
索
に
対
す
る
批
判
と
そ
れ
へ

の
応
答
を
建
設
的
に
試
み
る
た
め
に
も
、
本
書
が
読
者
を
有
意
義
な

「
対
決
」
へ
と
導
く
こ
と
が
、
期
待
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。


